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～沿岸被災地の復旧・復興は、販売組織の確立から！～

▼研究の概要（背景・目標）

東日本大震災津波による被災により、
沿岸被災地では、バリューチェーン確立
と普及が求められている。

そこで、先進事例からその取り組みを
明らかにすると共に、地域への普及条件
を明らかにする。

▼研究の成果（結論・考察）
1.加工・製造で競合しない企業間連携によ
るシナジー効果を確認した。

2.バック組織（製品中心組織）とフロント

組織（顧客中心組織）のすり合わせを行
える機能が重要である。

3.普及条件として、⑴共同企画開発、
⑵「値決め販売」、⑶HACCP導入が想定
される。

▼研究の内容（方法・経過）

1. 調査対象：「宮古チーム漁火」（４社）

2.調査内容：各社の取り組みに関するフィー
ルドワーク、HACCP導入に関する調査

3.調査期間：2018年4月～2019年12月

4.使用したデータ：アンケート（HACCP）、

企業の資料、市役所の資料、国・県の統計
データ他

▼おわりに（まとめ・今後の展開）
1.本研究で得られた成果をモデルとして、事例とした宮古地域へ普及させるには、企業間連携を可能にする
製品の競合の回避、販路の拡大を協力して行えること、売り先の確保による「値決め販売」及びHACCP導
入による商品価値の技術的な裏付けが必要であろう。

2.残された課題として、ロットを確保するための参加企業数の増加を可能とするソーシャル・キャピタルに
関する研究が求められる。

3.調査実施にあたり、ご協力いだいた「宮古チーム漁火」、宮古市役所の皆様に感謝申し上げる。（謝辞）

表1事例の概要

事業者名 従業員数 主な商品

共和水産株式会社 41名（2012年） イカなど最終加工

有限会社 かくりき商店 14名　(2013年)
ウニ、さけ（いくら）など一
次・最終加工

有限会社佐々京商店 4人 (2019年) たら、さんまなど一次加工

佐幸商店 約10人 さけ（いくら）など一次加工
復興庁ホームページ　https://www.reconstruction.go.jp/topics/main-cat4/sub-
cat4-1/20150208_genki40_sucess.pdf
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企業戦略及び競争環境

要素条件 需要条件

関連産業・支援産業

・北海道・青森等の産地間競争
・ニッチ市場への取組み
・ロット不足による高コスト

・東京，関西市場
・宮古市，岩手県内
・海外（HACCP導入）

・HACCP導入支援（市役所）
・川上（漁協：定置網 サケ・イカ、サバ

他、養殖業 ワカメ、アワビ）
・川中（加工業：チーム漁火他）
・川下（流通業：産直きとがんせ、山口屋）

・高品質・高付加価値
・熟練工のスキル
・加工業者の技術

図３宮古地域のダイヤモンド・モデル分析
資料：調査結果より作成．
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資料：　復興庁ホームページより引用.
https://www.reconstruction.go.jp/topics/main-

cat4/sub-cat4-1/20150208_genki40_sucess.pdf

加工・製造・購買・人員を相互補完

販売
図１「宮古チーム漁火」のスキーム概要
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